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紅茶に含まれるポリフェノールが持つ効果として動脈硬化や脳梗塞を防ぐ抗酸化作用を持って

おり、食品中の代表的な機能性成分のひとつである。ポリフェノールの検出、定量は食品の品質

管理や機能性の把握といった点において重要な役割を担う。ポリフェノール類のカーボンナノチ

ューブ電極上の電気化学反応機構の解明とそのセンサ応用について報告する。 

紅茶ポリフェノールは、テアフラビン、テアフラビン-3-ガレート、テアフラビン-3’-ガレート、

テアフラビン-3,3’-ジガレート、の 4種類のテアフラビン類である。化学式を図 1に示す。この他

に、カテキン類、エピカテキン、エピガロカテキン、エピカテキンガレート、エピガロカテキン

ガレート、の 4 種類である。カテキン類の定量は、前回の発表ですでに行った。本発表では、テ

アフラビン類の定量に焦点を絞って報告する。カーボンナノチューブ電極でのテアフラビン類の

サイクリックボルタンメトリーでは、+0.30Vの酸化ピークが観測された。これは、ベンゾトロポ

ロン環のカテコール基の酸化とガレートのピロガロール基の酸化（テアフラビンを除く）に帰属

できる。この酸化電流値からテアフラビン類が定量できることがわかった。さらに、このピーク

は、カテキン類のものとも一致しており、電流値からテアフラビン類とカテキン類の合計量を紅

茶ポリフェノールの総量として定量できることがわかった。なお、カーボンペースト電極では、

カーボンナノチューブのような明確なピークが観測されず、定量できない。この結果は、カーボ

ンナノチューブ電極の有効性を示している。 
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図1 テアフラビン類の構造式。
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